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パーキングブレーキケーブルにおいて、設計検討が不十分なため、パーキングブレーキ操作時にケーブルの

カシメ部付近に応力が発生することがある。そのため、パーキングブレーキを繰り返し操作するとケーブルが

破断し、最悪の場合、パーキングブレーキが効かなくなり、車両が動き出すおそれがある。 

 

改善の内容 

 全車両、パーキングブレーキケーブルを対策品と交換し、スペーサを追加する。 

 

識別：運転者席シートベルトアンカ付近にNo.5762のステッカーを貼付する。 

 

注：     は交換部品を示す 

       は追加部品を示す 

基準不適合発生箇所 

パーキングブレーキケーブル 

スペーサ 


